
東京言語研究所 公開講座

＜講師＞ 池谷 裕二氏 （東京大学教授／大脳生理学）

＜日時＞2018 年 2 月 3 日（土） 14：00～17：00

＜会場＞東京言語研究所
(新宿区西新宿 6-24-1 西新宿三井ビル１３階 ラボ教育センター内)

＜参加費＞一般 2,000 円

学生，ラボ・テューター 1,500 円
＊2017 年度理論言語学講座受講生は 1000 円

※参加費は当日現金でお支払下さい。

問合せ先

公益財団法人 ラボ国際交流センター 東京言語研究所

〒160-0023 東京都新宿区西新宿６－２４－１ 西新宿三井ビル１６階

TEL：０３－５３２４－３４２０ FAX：０３－５３２４－３４２７

ホームページ：http://www.tokyo-gengo.gr.jp/
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＜申込み＞「ホームページ申込みフォーム」、もしくは「FAX（HP よりダウンロード）」で

お申し込みください。12 月 25日より申込開始

①公開講座受講希望 ②氏名 ③フリガナ ④性別 ⑤住所 ⑥電話番号

⑦ E メールアドレス ⑧区分 （2017 年度理論言語学講座受講生・一般・学生）

⑨所属 （大学生・大学院生・教員・会社員・その他）

（上記情報は東京言語研究所事業以外には一切使用いたしません。）

１９７０年生まれ。１９９８年に東京大学にて薬学博士号を取得。２００２～

２００５年にコロンビア大学（米ニューヨーク）に留学をはさみ、２０１４年より現

職（東京大学薬学部教授）。専門分野は大脳生理学。とくに海馬の研究を通じて、脳

の健康について探究している 。文部科学大臣表彰 若手科学者賞（2008 年）、日本学

術振興会賞（2013 年）、日本学士院学術奨励賞（2013 年）などを受賞。著書に『海

馬』『記憶力を強くする』『進化しすぎた脳』『パパは脳科学者』などがある。

「脳を考える」



【講義要旨】

脳には気軽に想像しただけでは到達できない深い世界があります。無意識の世界です。

脳はその多くの情報処理プロセスを無意識のうちに行っています。脳は全身で感知した情

報を用いて、この世界を懸命に理解し、相互作用しようと努めています。その実体とは一

体なんでしょうか。当日は最新の脳研究の知見を紹介しながら、脳について私なりの解釈

を紹介します。脳は何を目的として存在しているのでしょうか。脳が感じている世界とは

一体何でしょうか。地球に生命が存在し、ここまで進化してきた理由はなんでしょうか。

宇宙はなぜ人類を生み出したのでしょうか。そんなことを中心にあれこれ考えてみたいと

思います。おそらく皆さんの想像とは異なる論点に着地することになるでしょう。キーワ

ードは次の和歌です。

世の中は 夢か現か 現とも 夢とも知らず ありてなければ

（古今和歌集・巻第十八・詠み人知らず）


